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全身の血液循環と代謝の観点から腎臓の位置を考
える時，それは全血液の櫨過器官としてまた血液の
化学的性状の調整にあずかる器官という点におい
て，きわめて特異な位置をしめている。一方腎臓は
排世臓器として感染，感作に際して細菌，異種蛋白 
その他の抗原と濃厚に接触することも知られてい
る。したがって感染，感作にあたって腎臓がいかな 
る態度を示すか，さらにその際に腎疾患の発生進展
の基礎となる全身的，局所的な条件はいかなるもの
であるかということは，興味ある問題である。著者
はこの問題を解くにあたり，まずニワトリ卵白を用
いて副鼻腔その他から感作したウサギの腎臓の変化
を病理組織学的に検索した。ついでその成績の示唆
するところにしたがって 2，3の実験を試みた。その 
1はアヒル血清オイグロブリン感作ウサギおよびニ
ワトリ卵白感作ウサギに抗腎血清を注射する実験で
あり，その 2はニワトリ卵白感作ウサギにおける自
己ー側腎エムルツオンさらには同種腎エムルジオン
を腹腔内民投与して他側腎への影響をみる実験であ 
る。この二つの実験では腎の変化を生検の反復によ
り経時的に観察した。これらの成績を報告するのが
本論文の目的である。
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実験には体重 2.5kg前後の成熟ウサギ 96匹を用
い，感作の抗原にはニワトリ卵白を用いた。感作期
聞は 13日から 515日に及んだ。
卵白感作:
感作は各回副鼻腔にニワトリ生卵白原液2ml，両
側背部皮下にそれぞれ 1ml，および生理的食塩水で
5倍に稀釈したニワトリ生卵白溶液を耳静脈内に体
重 1kgあたり 1ml注射した。注射は原則として週
2回行った。
卵白流動パラフィン感作:
抗原液作成にあたっては江頭，桜林 (1959(41つの
方法を改良して用いた。
まず AracelA 1.5容に、流動ノTラフィン(試薬 1
級)8.5容を混じ， 560 K. Cjsec.の超音波で 2，.， 3
分間処理する。ついで生理的食塩水で 5倍に稀釈し
Tこニワトリ生卵白溶液 10容に対し上述の Aracel 
A，流動ノfラフィン混合液を 1容の割合で加え，ふ
たたび 560K. Cjsec.の超音波で 2，.， 3分間処理す
る。かくして得た卵白懸濁液を週 1回背側筋肉内に 
5mlずつ注射した。 
2. 腎の病理組織学的検索
実験動物の剖検にあたっては死亡せるものは発見
後直ちに，また必要K応じて屠殺剖検した。固定に
はアルコール・フォルモール， 10倍フォルマリンを
用い，組織学的にはへマトキシリン・エオジン染色 
(HE染色)，過沃素酸シッフ染色 (PAS染色)を主
として，マロリー・ハイデンハイン染色，マロリー
燐タングステン酸へマトキシリン染色 (PTAH染
色)，ワイゲルト氏線維素染色，ピルショウスキー・
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マレシュの鍍銀法の岡変法，コンゴー赤染色， トJレ
イツン青変色反応，ズダンE染色等を行なった。
B.所見
ウサギには卵白感作および、卵白流動ノTラフィン感
作の 2種類の感作を行ったが，両者の聞には病理組
織学的にほとんどその差異をみとめ得なかったので 
一括して取り扱った。
腎の病理組織学的変化はかなり多彩であったが，
便宜上1.糸球体の変化， 2.ボウマン嚢の変化， 3. 
尿細管組織の変化， 4.血管系の変化， 5.腎孟の変
化lと分けて記載する。 
1. 糸球体の変化 
糸球体における病理組織学的変化は，まず糸球体
係蹄における液性穆出ないし組織の融解iζ伴なう増
生性細胞反応とそれに続く線維化あるいは硬化，さ
らKは硝子化に至る過程の炎症性変化と，糸球体係
蹄壁における変質性変化である。 
糸球体は一般に腫大し核は豊多で，中等度ないし 
軽度の貧血を伴なう。増生した細胞は主として係蹄
毛細血管内皮細胞で，乙の細胞は好塩基性に腫脹し
一部に係蹄毛細血管管腔を満したり，また核分裂像
をみとめる例もある。係蹄壁には中等度ないし軽度
る場合がある。すなわち係蹄壁には全周にわたる比
較的均等な肥厚がみられ， ζの部は HE染色で均等 
にエオジンで染り， PAS陽性，マロリー・ハイデン
ハイン染色では赤染し， PTAH染色では青く染る
のが特長である(ウサギ R349，R 157，R 356，R 
961)。乙の中には係蹄壁の類線維素変性とともに，
係蹄における細胞増生とこれにつづく線維化をみと
める例(ウサギ R157)もあった。
糸球体には他方類澱粉変性もまれならずみとめら
れる。類澱粉変性は，初期には主として係蹄中軸部
lζ結節状の肥厚ととも l乙次開すような染色性をも
った物質の沈着がみとめられる。すなわち HE染色
では薄赤く， PAS中等度陽性，マロリー・ハイデン
ハイン染色では青染し，コンゴー赤反応陽性， トJレ
イヲン青染色で変色反応を示す。類澱粉変性の比較
的軽度な倒(ウサギ S511，S 369，S 435，S 188， 
R614，R 586，R 616，R 139，R 143，R 340，R 517， 
R 756，R 961，R 962，R 251)では主として係蹄毛
細血管内皮下で，毛細血管間結合織の PAS陽性で
曙銀性を有する細線維聞に結節状に類澱粉質が沈着
し，時には毛細血管周辺壁の内皮下にも沈者がみと
められる。類澱粉変性の著明な例(ウサギ R584， 
の浮腫性膨化がある(ウサギ R348，R 397，R 706， R 481，S 392，R 159，•R 350，R 336，R 394，R 345， 
R 134，R 139，R 157)。乙れらの変化が比較的巣状 
はみとめられるもの(ウサギ R397，R 134，R 139)， 
また軽微なもの(ウサギ R706，R 134)もあるが，
禰費陸でやや強くみとめられるもの(ウサギ R348) 
もある。また係蹄毛細血管管腔内氏血栓をみとめる
例(ウサギ R348，R 397)もある。
ついで糸球体には線維の増加が現われる。この時
期には糸球体は多少とも縮小する。係蹄には主とし
て中軸部に強く線維化がみとめられるものが多い
が，中には係蹄全体にわたって線維化がみとめられ
るものもある(ウサギ S500，S 471，R 520，R 157， 
R 134)。増生した細胞は線維の増殖に伴なって次第
に減少する。相隣り合う係蹄相互，あるいはボウマ
ン嚢との聞に線維性の癒、着がしばしばみとめられ
る。一方改築が軽く主として係蹄中軸部氏，時には
周辺係蹄壁にも PAS陽性の線維と基質の増加がみ
られる場合がある。その際に毛細血管間細胞が互に 
接近してその密度が増してみえる場合もある(ウサ 
ギ S511，S 312，S 400，R 671，R 139，R 343，R 
518，R 517)。
この係蹄壁全周にわたる硬化性の変化lζ類似しで
いるが，乙の部に類線維素変性が著明にみとめられ
ではR 299)，.R 482，R 341，R 137，R 136，R 134
係蹄壁における結節状の類澱粉質の沈着が高度とな
り，乙の部位にはもはや細線維はみとめられない。
この部の係蹄上皮，毛細血管内皮，毛細血管問細胞
等の細胞は萎縮し，核には濃縮等の変化がみとめら
れる。 ζのような例の中には係蹄毛細血管管腔がき
わめて狭くなり，赤血球をみとめず荒廃している糸
球体もある。
その他糸球体の血行静止の所見を示すもの(ウサ
ギ R585)，糸球体係蹄毛細血管内lと広般に血栓形成
を示すもの(ウサギ R805)があったが， ζの2例 
とも係蹄壁や係蹄上皮，係蹄毛細血管内皮等の細胞
に著変をみとめなかった。 
2. ボウマン嚢の変化
嚢腔中には濃厚な蛋白様液体の貯溜がある例があ
り(ウサギ S500，S 511，S 312，S 400，S 471，S 
435，R 584，R 157，R 481，R 350，R 692，R 136，R 
482)，また主として嚢上皮の増生による半月体の形
成をみとめる例(ウサギ R157，R 136)，さらに半 
月体中に赤血球のみとめられる例(ウサギ R157) 
もあった。その他ボウマン嚢基底膜に硝子様肥厚を
示すもの(ウサギ R481，R!350，R 251，R 482，R 
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299)，ボウマン嚢上皮下に類澱粉質の沈着をみとめ
る例(ワサギ R137)等があった。
3. 尿細管組織の変化
主部上皮に硝子滴変性を示すもの〈ウサギ S417， 
S 312，S 471，S 343，R 706，R 454，R 483，R 455， 
R 338，R 143，R 481，R 336，R 137)，また主部上
皮に脂肪変性をみとめるもの(ウサギ S515，R 139， 
R 349，R 137)もあった。尿細管腔が拡張し中に硝
子様円柱を入れているもの(ウサギ S500，S 511， 
S 312，S 400，S 471，R 584，R 157，R 481，R 139， 
洞状に拡張した毛細血管内あるいは小葉間静脈およ
びその枝の内腔中にもみとめられる。 
その他へンレの係蹄内腔およびその上皮に石灰の
停滞ないし沈着がみとめられるもの(ウサギ R353) 
があった 0 
4. 血管系の変化
小葉問静脈およびその枝には内膜の血紫浸淫がみ
とめられる例がある(ウサギ、 S514，S 511，S 380， 
S 342，R 353)。細動脈に血栓形成をみとめるもの 
(ウサギ S312，R 347)，輸入細動脈内皮下に少量の 
R 143，R 159，R 394，R 756，R 345，R 961，Rt692， 類澱粉質の沈着をみとめるもの(ウサギ R136)等 
R 356，R 134，R 137，R 482，R 299)があり，介在 があった。また小葉間動静脈周囲の形質細胞，リン
部あるいは中間部等の上皮は弄薄となり嚢状に拡張 パ球等の浸潤をみとめるもの(ウサギ S500，S511， 
しているものもある(ウサギ R140，R 431，R 157， R 454，R 521，R 520，R 351，R 518，R 692)もあ 
R 481，R 159，R 394，R 756，R 961，R 692，R 356， 
R 136，R 137，R 341，R 482，R 299)。尿細管組織
間質，主として皮質部氏軽度の浮腫を呈するもの
(ウサギ S433，S 426，R 157)，皮質小血管周聞を中
心として，一部は主部尿細管およびボウマン嚢周囲
におよぶ，形質細胞，リンパ球等の小円形細胞浸潤
をみとめるもの〈ウサギ R692，R 356)があり，主 
部尿細管中氏細菌円柱をみとめ，同部の上皮の消失 
があるものもある(ウサギ R692)。その他に主と
して荒廃した腎小体の周囲に線維化硬化を示すもの
(ウサギ R157，R 137，R 482)もある。また尿細管
組織にも類澱粉質の沈着がみられる(ウサギ R139， 
R 143，R 584，R 340，R 481，S 392，R 159，R 350， 
R 336，R 394，R 517，R 756，R 345，R 692，R 134， 
R 251，R 136，R 137，R 341，R 482，R 299)。類澱
粉質の沈着が軽度のものでは，主部の移行部からへ
ンレの係蹄附近の間質毛細血管内皮下に主として沈
着がみとめられるが，沈着が強度のものでは尿細管
の上皮直下基底膜にまでおよび， ζれらの部位の尿
細管上皮には萎縮変性がみとめられるものが多い。
尿細管組織毛細血管周囲あるいは小葉間動静脈お
よびその分枝の周囲には細網線維の増生があり， ζ
の部には単球，骨髄球その他の頼粒球系幼弱細胞，
多形核白血球，赤芽球，またまれには巨核球等がみ
とめられる場合がある(骨髄化生)(ウサギ S511， 
S 369，S 471，R~347， R 140，R 431，R 586，R 139; 
R 142，R 396，R 157，R 336，R 394，R 345，R 134， 
R 136，R 137，R 299)。 乙れらの細胞は小葉間動静
脈およびその枝の周囲に比較的巣状にみとめられる
ものと，さらには禰蔓性に間質中に拡がったものと
がある。これらの骨髄系細胞は間質中のみでなく，
った。 
5. 腎孟の変化
腎孟上皮下の軽度の形質細胞の浸潤と浮腫をみと
めるもの(ウサギ S500，S 392，R 459，R 347)，同
部に肉芽形成と共に結合織の増加，さらに移行上皮
の扇平上皮化生をみとめるもの(ウサギ R140，R 
342)，岡部の骨髄化生をみとめるもの(ウサギ R
~~R1~， RM2， R33~R~6) 等がある。また
乳頭部腎孟上皮下に類澱粉質の沈着をみとめるもの
(ウサギ R584，R 394，R 136，R 137，R 341) も
ある。
卵白感作および、卵白流動ノTラフィン感作 13日か 
ら515日におよぶ 96例のワサギの腎臓の変化につ 
き病理組織学的lζ検索した。腎臓の変化のうち糸球 
体炎，類澱粉症，骨髄化生等が比較的目立っていた
)。1(表 
糸球体炎は 19例にみとめられた。上に記載した
炎症性変化はもともと動的な過程であるが，乙れを
各例にみられた所見の断面で，その時期的な推移を
考慮しさらに病変の特長にしたがって，仮に増生性
一，線維化性一，硬化性一および変質性糸球体炎に分
類してみた。同一糸球体係蹄，糸球体さらに腎全体
にわたって，上記の糸球体炎の過程が圧倒的に広範
囲にみとめられる場合には，これを P，F，S，Dで
あらわし， 2種類以上の変化の混合からなる場合K
はそれぞれ p，f，s，dであらわし，その組合わせで
腎臓内の糸球体炎のひろがりを代表させた。
乙の観察では腎生検を行っていないので， ζれら
の変化がどの時期K始まったかははっきりしること
が出来ないが，表の如く感作 100日以前には増生性
糸球体炎が，感作 201日以降には変質性糸球体炎が
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表1. 感作ウサギ腎における主要な変化
感作日数 (13，.515日〉 
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(C) 
骨髄化生(例数)I 2 8 
みとめられる傾向があるということが注意される。
類澱粉変性は 29例にみとめられた。感作 95日の
例ですでに糸球体に類澱粉質の出現がみとめられる
ものもあり，感作 201日以降のウサギには多数民み
とめられる。類澱粉質は最初糸球体係蹄毛細血管内
皮下に沈着を始め，主として結節状であるが，やが
て係蹄全体l乙拡がるようになる。尿細管組織におけ
る類澱粉質の沈着は糸球体におけるそれよりもやや
遅れるようで，感作 166日の例で始めて見出され
た。初期には主として間質毛細血管内皮下にみとめ
られるが，後には尿細管上皮直下にまでおよぶよう
になる。沈着がさらに進むと，糸球体ならびに尿細
管組織は荒廃する。腎孟上皮下の類澱粉質の出現は 
さらに遅れる傾向があり，糸球体および尿細管組織
に沈着がかなり強くみられる例で始めてみとめられ
(感作 177日)，血管壁ならびにボウマン嚢壁への沈
着は最も遅れるようである。
骨髄化生 (18例〉は類澱粉変性のそれほどではな
いが，やはり感作期間の長いウサギには多く発生す
る傾向があり，初期比は小葉間動静脈およびその
枝，ならびに腎孟の腎静脈の周囲に主として巣状Iと
みとめられるが，強度になると主に皮質の間質中
に，また腎孟上皮下の結合織中It.， r晴蔓性lζ拡がる
4 4 
ようになる。
その他の変化としては，ボウマン嚢内の蛋白様液
体の貯溜と半月体形成，尿細管主部上皮の硝子滴変
性および脂肪変性，尿細管管腔内の硝子様円柱形
成，荒廃した腎小体周囲の間質の硬化および所属尿
細管の萎縮，巣状の間質性腎炎，惨出性および肉芽
形成性腎孟炎等があり，血管系には小静脈壁の血繋
浸淫，細動脈の血栓形成等があった。
IL遅延感作ウサギにおける抗ウサギ腎アヒル血
清の注射〈表 2) 
A.実験材料および方法
1.ウサギの感作
実験には体重 2.5kg前後の成熟ウサギを用い，感
作の抗原にはアヒル血清オイグロプリンおよびニワ
トリ生卵白を用いた。
アヒル血清オィグロブリン感作:
正常アヒルの頚動脈より全採血し血清を分離す
る。乙の血清を飽和硫酸アムモニウムの 1/2飽和に
よりグロプリンとアルブミンに分離し，沈澱したグ
ロブリンは蒸溜水透析により不溶性のオイグロプリ
ンと可溶性のプソイドグロプリンに分ける。オイグ
ロプリンを pH'7.4の燐酸緩衝生理的食塩水に溶か
して蛋白量を 10mg/mlとして使用した。感作は初
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第 5号 岡田: 感作ウサギにおける腎臓の態度 -401 
自民 1ml，第 2日に 2ml，第 3日に 3ml，第4日 
に4ml静注し，第 5，第 6，第7日には注射を休止
するという方法を 5週にわたってくりかえした。
卵白感作:
感作は各回副鼻腔にニワトリ生卵白原液 2ml，両
側背部皮下にそれぞれ 1mlを注射した。注射は週 
2回の頻度で行った。 
2. 抗ウサギ腎アヒ Jレ血清の作成
ワサギ腎によるアヒルの感作:
成熟無感作ウサギの腎臓を微温生理的食塩水で濯
流し腎臓がまったく血液の色を失うまで行う。その
腎組織を生理的食塩水と共にホモジナイザーで均等
化し， 1個の腎が約 20mlのエムルヲォンになるよ
うにした。週2回の頻度でそのエムルジォンをアヒ
ル1羽につき約 10mlずつ腹腔内に注射し感作は 
60---90日行った。
抗ウサギ腎アヒ jレ血、清の沈降価の測定:
感作 60日を過ぎたアヒルより採血分離した血清
につき， 生理的食塩水で蛋白含量0.5%に稀釈した
上述のウサギ腎t ムルジォンを抗原として沈降価を
測定した。測定l乙は抗原の 2n x 10倍稀釈による重
層法(抗原価)およびアヒル血清原液の 2n倍稀釈液
に上記腎エム Jレジオンを重層する法(沈降抗体価〉
を用い，重層後5時間で判定を行った。
抗ウサギ腎アヒ Jレ血清の分離:
抗ウサギ腎アヒノレ血、清の沈降価を測定しそれの上
昇を確かめた後，頚動脈より全採血を行い血清を分
離，非働化の後ウサギ赤血球で凝血因子を吸収，ザ
イツ漏過装置で無菌化し使用直前まで -400C f乙貯
臓した。 
3. 抗ウサギ腎アヒル血清の注射
上記の如く感作したウサギに以下の方法で惹起注
射を行った。惹起注射後は感作を中止した。
第工群: 3匹の感作ウサギ〈アヒ Jレ血清オイグロ
プリン感作 40日〉および 1匹の未処置の対照ウサ 
ギにそれぞれ沈降抗体価 64倍の抗ウサギ腎アヒル
血清 8mlを1回だけ耳静脈内に徐々に注射した。 
第E群: 3匹の感作ウサギ(卵白感作 56日〉お
よび 1匹の未処置の対照ウサギに抗原価 160倍の抗
ウサギ腎アヒ Jレ血清 10mlずつ各 1回耳静脈内K徐
々に注射した。また別の未処置の対照ウサギ 1匹に
は抗原価 160倍の抗ウサギ腎アヒル血清6mlを150
 
mlの生理的食塩水で稀釈，耳静脈内に点滴注した。

点滴静注には 1時間 30分を要した。

4. 尿の検査
クレゾーJレ液にて消毒したネラトン氏カテーテル
を用いて導尿し，尿蛋白ならびに沈、直について検査
した。尿中蛋自の検出にあたってはズルフォリチル
酸 20%溶液の滴下ならびに煮沸法を用いた。
5. 血清蛋自分屑の測定 
Wielandの猪紙泳動法はより実験開始前と蛋白
尿出現後l乙耳静脈より採血測定した(表 3)。
表 3. 第E群ウサギ、血清蛋白像
ウサギ 総蛋 グロブリン
血清採取白量 AjGミン (%) 
番号 αIsIig% (%)、 
12jX，1959 8.8 
 1.90 65.6 
 7.0 7.7 19.7 

S 88 

0.85 45.9 
 18.7 20.0 15.4
10/Xl， 1959 6.8 

73.5 
 8.0 7.1 11.4 

S 97 

16.0 14.0 14.0 10/Xl， 19591 5.6 1 1.27 56.0 

58.8
S98f2/X195173|14Z 19121 

12.5114.5113.5
10jXl， 19591 5.7 1 1.47 59.5 

s叫町X，l叫 7.0 )1.451 59.3 115.6)叫10.3
 
s叫仰，1叫6.0¥ 1.341 57.2 I 9.7¥叫18.3
 
6. 腎の生検および剖検
腎の生検は藤本の模状腎切除法にしたがった。す
なわち伏臥位にウサギを固定し腰背部の皮膚および
筋肉を切開し，その切開創の聞から腹膜を傷つけず
に腎を創外に脱転し，線維膜を剥離した後，メスに
て尖端を髄質部氏向けた棋状の腎組織の小片を切除
し，切除部をカットグ{トにて縫合し ζれを創内に
還納し，筋および皮膚縫合をした。乙の切除は左右
の腎で交互に行い，それぞれ腎の上極より始めて回
を重ねるにしたがって下極におよぶを常とした。剖
検にあたっては死亡せるものは発見後直ちに，また
必要に応じて屠殺剖検した。固定Kはアノレコー ル・
フォ Jレモーノレ， 10倍フォ Jレマリンを用い，パラフィ
ンl乙包埋した。また脂質の検出には凍結切片を用い
rこ。組織学的には HE染色， PAS染色，マロリー・
ハイデンハイン染色， PTAH染色，ピJレショウスキ
ー・マレシュの鍍銀法(岡変法)，コンゴー赤染色，
トJレイツン青変色反応，ズダンE染色等を行った。 
B.実験成績
1.第工群(アヒノレ血清オイグロプリン感作 40

日で抗ウサギ腎アヒ Jレ血清を注射〉
ウサギ S568 
尿所見:抗腎血清注射前には蛋白尿はみとめられ
-402- 千葉医学会雑誌 第 38巻
なかった。抗腎血清注射後2時間， 24時間， 48時間 は腫大し，貧血は著明である。係蹄毛細血管内皮に
の検査でも陰性であったが，抗腎血清注射後 3日で は著しい好塩基性腫脹と増生があり，一部では腫大
始めて弱陽性の蛋白尿が検出された。蛋白尿はその した内皮細胞が毛細血管管腔を閉ざしている所もあ
後やや強度となり，出現後 2"， 5日は強陽性であつ る。係蹄壁の浮腫性膨化も強い。
たがついで次第K軽度となり出現後 19日で消失， 第3回生検(蛋白尿出現後 15日):糸球体は中等
その後出現をみない。 度lζ腫大し，係蹄毛細血管内皮の腫脹と増生は未Tご
第 1回生検(抗腎血清注射前5日):著変がない。 みとめられるが，部分的には腫脹した内皮細胞にそ
第2回生検(蛋白尿出現時) : 糸球体は一般に腫 って細線維の形成がみとめられ，また毛細血管間結
大し，貧血は著明である。係蹄毛細血管内皮には著 合織にも細線維の増加があり， ζれらの細線維は互
しい好塩基性腫脹と増生があり，一部では毛細血管 に連絡して毛細血管管腔を横切っている所見もあ
管腔を満している所もある。係蹄壁には浮腫性膨化 る。係蹄壁には浮腫が残っている。
が強い。 ゃ ウサギ S 700 (対照ウサギ)
第3回生検(蛋白尿出現後 14日):腫大した糸球 尿所見:抗腎血清注射前に蛋白尿は認められなか
体は第2回の生検時l乙比べてやや縮小している。中 った。抗腎血清注射後8日で強陽性の蛋白尿が出
等度の腫脹と増生を示す毛細血管内皮にそって細線 現，その後はやや軽度となったが，出現後7日でそ
維の形成もみとめられ，毛細血管間結合織にも細線 の消失を見ぬまま死亡した。
維の増加がみとめられる。かかる細線維の中には， 第 1回生検(蛋白尿出現後2日) : 一般に糸球体
毛細血管管腔を横切って形成されているものもある は中等度に腫大し，貧血は強い。係蹄毛細血管内皮
ことが注目される。係蹄壁には多少の浮腫がある。 には好塩基性の腫脹と増生がある。係蹄壁には浮腫
ウサギ S 569 性膨化が強い。一部の尿細管は内腔が拡張し，硝子
尿所見:抗腎血清注射前には蛋白尿をみとめなか 様円柱を入れたものもみとめられる。
った。抗腎血清注射後約 20時間で中等度陽性の蛋 ，剖検(蛋白尿出現後7日) : 前回の生検に比し糸
白尿が現れ，出現後4日で死亡したが，死亡直前に 球体は一般に縮小し，係蹄毛細血管間結合織には細
は弱陽性の蛋白尿を示していた。 線維の増加がみとめられる。毛細血管内皮の腫脹と
第 1回生検(抗腎血清注射前5日):著変がない。 増生，係蹄壁の浮腫は未Tごみとめられる。尿細管管
第2回生検(蛋白尿出現後2日) : 糸球体は一般 腔中には散在性に硝子様円柱があり，腎孟，血管系 
lと腫大し強度の貧血をみとめる。係蹄毛細血管内皮 には著変がない。 
は強く腫脹増生している。係蹄壁には浮腫性の膨化 2. 第 E群(卵白感作 56日で抗ウサギ腎アヒル
がみとめられる。 血清を注射)
剖検(蛋白尿出現後4日) : 糸球体は軽度に腫大 ウサギ S 88 
し，係蹄壁は浮腫性膨化を示すが毛細血管間細胞は 尿所見:抗腎血清注射前には蛋白尿は認められな
やや増加し細線維の増加がみられる。なお一部には かった。抗腎血清注射後3日で弱陽性の蛋白尿が現
硝子化しつつある糸球体があり，これらの周囲には われ 3日の後には中等度陽性となった。その後は弱
リンパ球を主とした小円形細胞の軽微な浸潤があ 陽性ないし中等度陽性の蛋白尿が続き， 出現後 109
る。尿細管主部上皮はやや扇平となり内腔が拡張し 日で屠殺するまで消失することがなかった。
うちに硝子様円柱を入れたものが少なからずみとめ 血清蛋白像:抗腎血清注射前2日のものに比し，
られる。腎孟，血管系には著変がない。 蛋白尿出現後 24日のものは総蛋白量，アルブミン
ウサギ S570 の減少，A/Gの低下と α-，sグロプリンの著明な上
尿所見:抗腎血清注射前には蛋白尿をみとめなか 昇， •rグロブリンの低下がある。
った。抗腎血清注射後2時間， 24時間の尿にも蛋白 第 1回生検(抗腎血清注射前4日):著変がない。
は証明されず，抗腎血清注射後2日で強陽性の蛋白 第 2回生検(蛋白尿出現後 3日) : 糸球体は一般
尿が検出された。蛋白尿はその後次第に軽微となり に腫大し，貧血強く，係蹄内腔は拡張したものが多
出現後 20日で消失し，その後は出現をみない。 く，その壁は浮腫性l乙膨化している。係蹄毛管内皮
第 1回生検(抗腎血清注射前5日):著変がない。 には好塩基性の腫脹と増生があり，一部にはかかる
第2回生検(蛋白尿出現後 1日) : 一般に糸球体 細胞で内腔を満たされた係蹄もある。尿細管主部上
第 5号 岡田: 感作ウサギにおける腎臓の態度 -403-
皮l乙は扇平化があり，間質には比較的巣状の軽度の
小円形細胞の浸潤がある。
第3回生検(蛋白尿出現後 10日):糸球体は全体
に縮小し，係蹄毛細血管中には赤血球が多少みとめ
られる。係蹄壁はは毛細血管間結合織を中心とし
て，一部では係蹄壁周辺部にもおよぶ線維化が始ま
っており，所々に係蹄相互閣のあるいは係蹄とボウ
マン嚢壁との間の線維性癒着が認められる。一部の
拡張した尿細管中には硝子様円柱がみとめられ，こ
の部の上皮には肩平化がある。
第4回生検(蛋白尿出現後 16日):糸球体は縮小
し係蹄壁の硬化は中軸部のみでなく係蹄周辺部にも
および，係蹄壁全周にわたる瀬蔓性の硬化ないし肥
厚の傾向を示す。係蹄相互間あるいは係蹄とボウマ
ン嚢壁間の線維性の癒着を所々にみとめる。 ζのよ
うな所見を呈する糸球体の他民線維化し荒廃してい
るものもあり，さらに荒廃した糸球体とボウマン嚢
とカト体となって線維化が進行しているものもあ
る。その際ボウマン嚢基底膜は消失している場合が
多い。尿細管は一般に拡張し一部に硝子様円柱を入
れ上皮は扇平化している。間質には中等度の小円形
細胞の浸潤がある。
第5回生検(蛋白尿出現後 33日):糸球体はほぼ
正常大で，係蹄壁の瀬蔓性硬化肥厚はやや著明で、あ
る。係蹄相互間あるいは係蹄とボウマン嚢壁との間
の線維性癒着が所々にみられる。尿細管主として主
部の上皮は扇平化し中等度に脂肪滴の沈着がみとめ
られる。
剖検(蛋白尿出現後 109日): 糸球体はほぼ正常
大で，係蹄壁およびボウマン嚢壁には禰蔓性硬化肥
厚があり，係蹄相互間，係蹄ボウマン嚢聞には線維
性の癒着がまれならずみとめられる。尿細管主部上
皮には萎縮と共l乙脂肪変性がやや著明で，拡張した
尿細管中には硝子様円柱を認める。その他糸球体係
蹄壁には散在性に少量の類澱粉質の沈着があり，間
質には軽度の小円形細胞の浸潤がある。
ウサギ S97 
尿所見:抗腎血清注射前には蛋白尿をみとめなか
った。抗腎血清注射後 6日で強陽性の蛋白尿が出
現，約 50日聞には中等度ないし強度の所見を呈し
たが，その後は次第K弱陽性となり，蛋白尿出現後
107日で居殺するまで消失することがなかった。
血清蛋白像:抗腎血清注射前2日のものに比べ，
蛋白尿出現後 21日のものでは総蛋白量，ア jレブミ
ン， A/Gの低下，グロブリン特に αー，sグロブリ。ン
の増加がみとめられる。
第 1回生検(抗腎血清注射前4日):~著変がない。
第2回生検(蛋白尿出現時): 一般に糸球体は腫
大し，貧血をみとめる。係蹄毛細血管内皮は腫脹し
増生し，一部で、は毛細血管管腔を満たしている。ま
た類線維素血栓をみとめる係蹄もあり，係蹄壁には
浮腫性膨化が強い。ボウマン嚢腔中に液体を入れる
ものも散在性にみとめられる。尿細管主部上皮には
軽度の萎縮があり，硝子様円柱も散在する。
第 3回生検〈蛋白尿出現後 7日): 糸球体には縮
小したものと肥大したものとがある。前者には係蹄
壁に細線維形成の傾向があり特に毛細血管間結合織
にその傾向が強い。かかる糸球体においては係蹄相
互間あるいは係蹄とボウマン嚢壁との開花線維性の
癒着が散在性にみとめられる。後者では未だ係蹄毛
細血管内皮にやや強い腫脹と増生があり，係蹄壁の
浮腫もみとめられる。尿細管管腔lとは硝子様円柱が
散見されこの部の上皮には軽度の萎縮がある己
第4回生検(蛋白尿出現後 13日):糸球体係蹄壁
には主として中軸部に線維化硬化があり，係蹄壁周
辺部にも軽度ながらおよんでいる。ボワマン嚢腔中
に出血のみとめられるものもある。尿細管中には硝
子様円柱が散見され，乙の部の上皮には軽度の萎縮
がある。
第5回生検(蛋白尿出現後 30日):系球体は縮小
し係蹄壁には主として中軸部に硬化があり，軽度な
がら係蹄周辺壁にも硬化がみとめられる。ボウマン
嚢腔中に液体を入れるものがあり，尿細管主部上皮
は罪薄となり内腔がやや拡張している。
剖検(蛋白尿出現後 107日): 系球体はほぼ正常
大で，一部の糸球体に係蹄相互間，係蹄とボワマン
嚢壁との部の線維性癒着をみとめる。係蹄壁には軽
度の軸性ないし禰蔓性の硬化肥厚があり，尿細管主
部上皮にはわずかの脂肪変性をみとめる。その他糸
球体係蹄壁l乙少量の類澱粉質の沈着をみとめた。
ウサギ S98
尿所見:抗腎血清注射前には蛋白尿をみとめなか
った。抗腎血清注射後 6日で弱陽性の蛋白尿が出
現，さらに 7日の後には強陽性となったがその後次
第に軽度となり，死亡直前には弱陽性であった。
血清蛋白像:抗腎血清注射前4日のものでは 7グ 
ロブリンの増加が目立つ，蛋白尿出現後 21日のも
のでは総蛋白量が減少し， α，sグロブリンが軽度駒
ながら上昇，rグロプリンは低下した。
第 1回生検(抗腎血清注射前4日):大部分の糸
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球体は腫大し，多少の貧血とともに軽微な係蹄毛細 よび一部の尿細管組織の間質毛細血管周囲には中等
血管内皮細胞の腫脹と増生がある。乙れらにまじっ 量の類澱粉質の沈着をみとめる。その他硝子化した
て著変のない糸球体もみとみられる。 腎小体が散在性にみとめられる。
第2回生検(蛋白尿出現時):糸球体は大部分強 ウサギ S120 (対照ウサギ〉
く腫脹し，貧血も強度である。係蹄毛細血管内皮細 尿所見:抗腎血清注射前には蛋白尿はなかった。
胞は好塩塩性に腫脹し増生し，毛細血管管腔を満た 抗腎血清注射後 6日で弱陽性の蛋白尿が現われ，蛋
している部分がかなりみとめられる。また一部の係 白尿出現後9日で死亡するまで続いた。
蹄毛細血管には類線維素血栓をみとめるものもあ 第 1回生検(抗腎血清注射前4日): 著変をみと
る。係蹄壁には浮腫性膨化が強い。しかし ζのよう めない。
な激しい変化を示す糸球体ばかりでなく，増生性の 第 2回生検(蛋白尿出現時): 糸球体の炎症性変
細胞反応が比較的おだやかで毛細血管管腔もよく保 化の著しいものはみられなかった。
たれ，赤血球も多少みとめられるような糸球体もあ 第 3回生検(蛋白尿出現後 7日): 糸球体は一般
る。尿細管主部上皮には軽度ながら弄薄化がみとめ に軽度に腫大し，係蹄毛細血管内皮Kは軽度の腫脹
られる。 と増生があるが係蹄壁の浮腫は強くない。
第 3回生検〈蛋白尿出現後 7日):糸球体は前回 剖検(蛋白尿出現後9日):糸球体はやや腫大
の生検時同様腫大しているが，増生した係蹄毛細血 し，軽度の係蹄毛細血管内皮の腫大と増生，係蹄壁
管内皮細胞にそって，係蹄壁さらに毛細血管間結合 の浮腫がみとめられる。尿細管中には散在性に硝子
織の部に細線維の形成がみとめられ，係蹄相互ある 様円柱がある。
いはボウマン嚢との聞には線維性の癒着がみとめら ウサギ、 S128 (対照ウサギ，点滴静注による抗腎
れるものと，一方にはこのような改築の著しくない ' 血清の投与〉
糸球体が多少あり，乙れらの糸球体では軽度の細胞 尿所見:抗腎血清注射前には蛋白尿をみとめなか
増生性反応と係蹄壁の浮腫がみとめられる。ボウマ った。抗腎血清注射後 10日で弱陽性の蛋白尿が検
ン嚢腔中に液体の貯溜がみられるものが散在性にみ 出された。出現後 13日には強陽性となり，約 2カ
とめられる。尿細管中には硝子様円柱が多数みとめ 月強陽性の蛋白尿が続いたがその後は次第に軽度と
られ，その部の上皮は扇平化している。 なり，蛋白尿出現後 109日でその消失をみた。
第4回生検(蛋白尿出現後 13日):糸球体の腫大 第 1回生検(蛋白尿出現時): 糸球体は一般K腫
はなお認められるが，係蹄の著明な改築と線維化が 大し，貧血をみとめる。係蹄毛細血管内皮細胞には
みられる糸球体の他K，改築が著しくなく，毛細血 腫脹と増生があり，係蹄壁lζは浮腫性膨化がある。
管問結合織の部にあるいは周辺係蹄壁にも硬化がみ またボウマン嚢腔中氏液体をみとめるものもある。
られる糸球体も多少みとめられる。尿細管中には多 第2回生検(蛋白尿出現後 6日): 糸球体はやや
少の硝子様円柱が認められ，主部上皮には脂肪変性 縮小し係蹄壁には細線維の形成があり硬化が起り始
が軽度にみとめられる。 めている。その他に少数ながら係蹄毛細血管内皮細
第5回生検(蛋白尿出現後 30日):糸球体は縮小 胞が著しく腫脹増生し，互につながり合って細網状
し，硬化が係蹄のほぼ全周K'わたってみとめられる をなし，係蹄壁には浮腫性膨化が強く基底膜は融解
ものが多く，係蹄中軸部のみに硬化が明らかなもの 消失しているものがある。ボウマン嚢腔内には蛋白
もある。さらに一部には線維犯とともに荒廃しつつ 様液体の貯溜があり，一部のボウマン嚢基底膜はは
ある糸球体もみられる。かかる糸球体では係蹄相互 っきりみとめ得ない。ボウマン嚢上皮Kは多少腫脹
聞の癒着が著明にみられるものが多い。尿細管主部 があり，剥離しているものもある。
上皮には軽微な脂肪変性がある。 第 3回生検(蛋白尿出現後 23日):一部 i乙軸性の
剖検(蛋白尿出現後 55日):糸球体はほぼ正常大 硬化を示す糸球体をみとめるのみである。
で，係蹄壁には中等度の硬化肥厚が，ボウマン嚢壁 第4回生検(蛋白尿出現後 77日):係蹄のやや著
には軽度の硬化肥厚がある。尿細管主部には巣状の 明な軸性硬化を示す糸球体と，全体的線維化により
内腔の拡張と上皮の扇平化があり，硝子様円柱も多 荒廃した糸球体とが混在している。後者では荒廃し
い。また尿細管主部上皮には軽度の脂肪変性があ た糸球体とボウマン嚢とが一体となって線維化が進
る。その他大部分の糸球体係蹄毛細血管間結合織お 行し，ボウマン嚢基底膜は消失している。
第 5号 岡田: 感作ウサギにおける腎臓の態度 -405-
剖検(蛋白尿出現後464日): 大部分の糸球体は 係蹄壁の禰蔓性硬化ないし肥厚が次第に進行し，ー
肥大し，その毛細血管がかなりよく拡張し内腔に赤 方尿細管上皮には脂肪変性が出現した。蛋白尿は感
血球がかなり認められる。 Tこだ係蹄中軸部に硬化あ 作ウサギにおいては経過中消失することはなかっ
るいは線維化を残しているものが多いのが目立つ。t.こ。注目されるのは血清蛋白像で蛋白尿出現後 21
一部にはまったく硝子化してしまっている腎小体も
みとめられる。また一部の尿細管主部上皮の萎縮と 
間質の硬化以外には尿細管組織lζは著変がない。 
c.小括
第工群アヒル血清オイグロブリン感作 40日のウ
サギ3匹と未処置対照ウサギ1匹に，および第E群
卵白感作 56日のウサギ 3匹と未処置対照ウサギ2
匹lζ抗ウサギ腎アヒル血清を注射し，その後の変化
を経時的に観察した。
第工群の感作ウサギは抗腎血清注射後 1"， 3日で，
対照ワサギは 8日で蛋白尿の出現をみた。感作ウサ 
ギ対照ウサギともに糸球体腎炎がみとめられ，その
糸球体の変化は係蹄の細胞増生性反応が目立つ初期
の病変から線維化あるいは硬化に至る炎性過程が特
長であった。興味のあるのは初期の糸球体腎炎の像
がかなり著明なものであったにもかかわらず，蛋白
尿出現後4日 (S569)および 7日 (S700)で死亡
した 2例を除き，他の 2例では蛋白尿出現後 19日 
あるいは 20日で尿所見が正常化し，その後異常所
見をみないまま生存しているということである。
第 E群の感作ウサギは抗腎血清注射後 ~l"， 6 日で， 
また対照ウサギは 6"， 10日で蛋白尿が現れた。全例
lζ糸球体腎炎の発生がみとめられたが，感作ウサギ
のそれは初期には糸球体係蹄の細胞増生性反応を特
長としたものであったが，後には係蹄壁の線維化あ
るいは硬化が現われ，その後の経過において糸球体
日あるいは 24日の検査ですでに，抗腎血清注射前
4日の所見に比し，総蛋白量の減少(ウサギ S88， 
S 97，S 98)，A/Gの低下(ウサギ S88，S 97)，ア
ルブミンの減少(ウサギ S88，S 97，S 98)，α-，s 
グロブリンの上昇(ウサギ S88，S 97，S 98)，rグ
ロブリンの低下(ウサギ S88，S 97)等がみとめら
れた。これにひきかえ発病後9日で死亡した対照ウ
サギ (S120)を除き，他の対照ウサギ (S128)で
は経過中糸球体係蹄壁の多少の線維化硬化を残して
尿所見が正常化した。すなわち選延性の糸球体腎
炎の経過中にネフローゼ、パターンの血清蛋白像の展
聞がみられたというのがこの群の実験の特長であ
る。
JII.感作ウサギにおける自己ー側腎ないし同種腎
エム Jレジオンの投与実験(表4) 
A.実験材料および方法 
1. ウサギの感作
実験には体重 3kgの2匹の成熟ウサギを用い，
卵白流動ノTラフィン感作を行った(参照 396頁〉。
2. 自己腎および同種腎エム Jレジォンのウサギ腹
腔内注射
ウサギを仰臥位に固定し腹腔を聞き，右腎動静脈 
および尿管を結繋，右腎を全別出する。別出した右
腎の一部の小切片を組織学的検索の為に保存し，直
ちにホモジナイザーで均等化してそのウサギの腹腔
内K全量を注入した。同種腎エムノレジォンは無感作
i1519f6E1，i変糸球体炎の質性転化 
表 4. 卵白流動パラフィン感作ウサギにおける自己ー側腎ないし同種腎エム Jレヅオン投与実験
ウサギ
番号
何|二開制一言始 ilE百三己一 同種腎自蛋 e 尿腎の 腹腔内
佐内
射注射 出現消失 
生 検 剖検
の概要
27/XII，1961 
/XE， 819/6工2，18/:E，101工， 1962 I |軽微な変質性 
61 
221工，271工， 251工，
 
15/E，1962 
 3/lI， I.糸球体炎の発生 
lI，23/，279//EE222//EE， 7/lI， 

131IV，161IV，2帆 21/IV'1
 
9/V， 
 l釘 
2719 
S価|♀II27曲 
持 自己ー側腎投与前すでに蛋白尿がたしかめられた。
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ウサギの腎臓をホモジナイザーで均等化して得た。
このエムノレ Yォンを生理的食塩水で腎 1個分が約 
20m1にあたるように稀釈し -400Cに保存し，適時 
K 20m1ずつ腹腔内K注射した。 
3. 尿の検査

参照 (401頁)
 
4. 腎の生検および剖検
易リ出時に保存した右腎の一部の小切片を組織学的
検索に用いた。また左腎の生検にあたっては藤本の
模状腎切除法にしたがった(参照 401頁〉。 剖検に
あたっては 1例は屠殺し，他の 1例は死亡後直ちに
剖検した。固定にはアルコール・フォルモールおよ
び 10倍フォ Jレマリンを用い，一部の生検および剖
検材料は蛍光抗体法Kよる検索のため， ドライアイ
スおよびエーテルで -700Crc.冷却したアセトン中
に投じて急速に凍結した。
組織学的には H.E染色， P.A.S 染色，マロリ~.
ハイデンハイン染色， P.T.A.H染色，トルイジン青
変色反応，コンゴー赤染色，ズダンE染色等を行つ
Tこ。なお実験ウサギの腎切片ならびに血清について
の蛍光抗体法による検索には，東京大学応用微生物
研究所田中信男助教授の御援助を得た。 
B.実験成績
1.ウサギ S425 (卵白流動ノTラフィン感作 162
日で自己右腎エムルジォンを腹腔内民投与)
尿所見:右腎投与前すでに中等度陽性の蛋白尿が
みとめられた。右腎投与後 1日の検査では弱陽性で
あったが，投与後 14日で中等度陽性となった。
生検(投与した右腎); 軸性の線維化硬化を示す
糸球体から，荒廃し硝子化K陥いる糸球体までの種
々の病変を示す糸球体が混在している。間質には軽
度の小円形細胞の浸潤があり，硝子様円柱もわずか
にみとめられる。 
剖検(右腎投与後 14日の左腎):一部の糸球体係
蹄毛細血管は拡張しその壁は肥厚している。乙の部
は HE染色で均等にエオジンで染り， PAS陽性，
マロリー・ハイデンハイン染色で赤染し， PTAH染
色では青く染ってみえる。その他一部の係蹄に壁の
膨化と基底膜の二層化があり，他方線維化硬化を示
す糸球体，荒廃し硝子化しつつある腎小体もみとめ
られた。
剖検時の左腎についての蛍光抗体法による検索で
は，糸球体係蹄壁の変質性肥厚を示す部分に自己血
清グロブリンの結合がみとめられ，さらにこのウサ
性を有する反応性グロプリンの存在が証明された。 
2. ウサギ S455 (卵白流動ノTラフィン感作 165
日で自己右腎エムノレジォンを腹腔内に投与，
さらにその後の同種腎エムルジォンの腹腔内
投与の反復〉
尿所見:自己右腎投与前には蛋白尿がみとめられ
なかった。 自己右腎投与後 12日で中等度陽性の蛋
自尿が出現した。その後 5固にわたる同種腎エム Jレ
ジォンの投与を行い(第 3回，第 4回の同種腎エム
ルジォン投与は 3日の間隔で行った)， 第 5回の同
種腎エムルジォン投与の際を除いて， 4"， 16日の潜
伏期の後にいずれも中等度陽性の蛋白尿の出現をみ
た。第 5回の同種腎エムノレジォン投与後は，約 1ヵ
月の検査において蛋白尿をみとめず，観察をうちき
った。なお第 2回の同種腎エム Jレジォン投与後，卵
白流動ノTラフィンによる感作を再開した。
第 1回生検(投与した右腎): 著変がない。
第2回生検(最初の蛋白尿出現後 2日の左腎): 
糸球体は腫大し係蹄毛細血管管腔の拡張が目立ち， 
内腔には一般に赤血球が少ない。一部の係蹄壁には
基底膜の浮腫があり，基底膜が 2層に分かれ，その
聞には薄い液状物をみとめる。また一般に係蹄毛細
血管内皮細胞，毛細血管間細胞，係蹄土皮に腫脹，
増生等をみとめなかった。
第 3，4，5回生検(左腎):第 2回の生検時と同様
の所見を呈する。
剖検(最初の蛋自尿出現後 298日): 糸球体には
明らかな炎症像はなく，また係蹄壁における基底膜
の二層化等第 2回生検時にみられたような変化，あ
るいは係蹄壁の類線維素変性はなく，類澱粉変性が
係蹄壁にやや強く，尿細管へンレの係蹄附近の間質
中に中等度lとみとめられた。
c.小括
ウサギ S425では自己右腎投与前すでに軸性の線
維化ないし硬化を特長とする糸球体炎からなる瀬蔓
't生糸球体腎炎があり，中等度の蛋白尿も確かめられ
たが，自己右腎エム Jレジォン投与後 14日で蛋白尿
が増強し，その時の残存左腎の検査では，おそらく
右腎投与時に比較的変化が軽かったと考えられる糸
球体係蹄壁K，類線維素変性を示す肥厚あるいはよ
り軽度な惨出性変質性の変化がみとめられた。その
際自己腎糸球体係蹄壁における自己血清グロブリン
の結合，および同種腎糸球体係蹄壁に親和性を有す
る血清中の反応性グロプリンの存在が，鐙光抗体法
ギの剖検時の血清中には同種腎糸球体係蹄壁iζ親和 lとより確がめられた。
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ウサギ S455では自己右腎エムルジォン投与後 間質ならびに腎孟上皮下の結合織内に禰蔓性陀拡が 
12日には蛋白尿の出現をみとめ，投与後 14日の生 っている。
検でごく軽微ながら糸球体係蹄壁における惨出性変 実験的に動物に細菌その他の異種蛋白を投与し，
質性炎の発生をみとめた。その後 5固にわたり同種 生体内氏アレルギー状態を発生せしめて，その際の
腎エムルヲォンの投与を行ったが，明らかな糸球体 腎の変化を追求する実験は， Longscope (1913(14)) 
炎の増強はなかった。 以来主としてアレルギー性腎炎の研究を中心として
幾多の業績がある。乙れらの研究を通して，動物l乙
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おける実験的感染症あるいは感作の状態において，
著者はまずウサギの副鼻腔その他からニワトリ卵 その腎に発生する病変としては，糸球体腎炎，尿細
自による遷延感作を行い，その腎臓の変化を病理組 管上皮の変性，間質性腎炎，巣状腎炎，類澱粉症，
織学的に検索した。その結果腎には糸球体炎(糸球 骨髄化生および血管炎等がある。 
体腎炎)，ボウマン嚢腔中の液体貯溜，半月体形成， Longscope (1913(14))はウサギ，モルモット，
尿細管上皮の変性と萎縮，間質性腎炎，類澱粉症， 猫，犬を用い，静注その他の方法で卵白および馬血
骨髄化生，腎孟炎，静脈壁における血策浸淫，細動 清を抗原として，最高 213日記およぶ感作実験を行
脈内の血栓形成等の変化がみとめられた。特に糸球 った。実験動物の腎には尿細管上皮の変性，壊死と
体炎，類澱粉症，骨髄化生はその発生をみた例数も 共IL.，巣状に円形細胞の浸潤を主として皮髄界附近
多く，感作期間との関連性も深く，主要な変化と考 l乙認め，乙の部の糸球体に毛細血管内皮の増生と貧
えられる。 血を認めている。 Faber& Murray (1917(5つは
糸球体炎においては，係蹄壁の液性惨出ないし組 ウサギに連鎖状球菌を静注し， 82日にわたって観察
織の融解に伴なう細胞増生性反応とそれに続く係蹄 したが典型的な糸球体腎炎の作成に成功せず，
壁の線維化，あるいは硬化さらには硝子化に至るま Ophu1s (1917(39))も同様な実験で細菌性巣状腎炎
での炎性過程と，係蹄壁の類線維素変性を特長とす にあたる変化をみとめている。一方 Kuczynski
る変質性糸球体炎がみとめられた。感作 100日以前 (1919(18) はマウスを用いて，連鎖状球菌の静注実
のウサギにおいては，糸球体の炎性反応が係蹄壁の 験を行い糸球体係蹄毛細血管の貧血と内皮の腫脹と
惨出，組織融解，細胞増生等で特色づけられるー 増生の所見を得た。連鎖状球菌による感染実験はそ
方，感作 201日以降のウサギにおいては，それが係 の後 Bell，Clawson & Hartzell (1925(2))，石橋
蹄壁の変質像で表現される傾向が強いことをこの実 (1936く附)，岡林(1939(30))，山口 (1956(49))等の試
験を通じて示唆された。 みたところで， Bellらは尿細管上皮の変性と壊死，
類澱粉症については感作 101日以降のウサギに高 巣状の糸球体炎をみとめたが，この糸球体炎を自発
率にみいだされた。類澱粉質は最初糸球体係蹄毛細 性腎炎に属するものとしている。石橋，山口は連鎖
血管内皮下に沈着し，次第に係蹄壁全体K波及す 状球菌をウサギに長期にわたって(石橋: 141日，
る。類澱粉質は次いで尿細管組織，特に主部の移行 山口: 381日)静注し，その結果糸球体係蹄の細胞
部からヘンレの係蹄にかけての尿細管組織間質の毛 増生性反応を特長とする禰蔓性糸球体腎炎をみと
細血管内皮下に沈着を始め，強度になると沈着は尿 め，石橋は乙の他，感染の長い例で類澱粉症と骨髄
細管上皮直下にまで波及する。尿細管組織における 化生を，山口は Fahrの Glomerulonephrose~乙
類澱粉質の出現にやや遅れて，腎孟上皮下にも類澱 類似する変化および糸球体の類澱粉症をみとめてい
粉質の沈着がみとめられるようになる。感作の長期 る。一方岡林はウサギの副鼻腔に反復連鎖状球菌を
にわたるものでは血管系ならびにボウマン嚢壁にそ 注入し，実験的民感染病巣を作成して 227日にわた
の沈着がみられるものもあった。 る感染実験を行い，糸球体腎炎ならびに間質性腎炎
骨髄化生も感作 101日以降のウサギに多く発生す とともに， 1例には骨髄化生をみている。その他馬
る傾向がみとめられた。初期lとは主として皮質の血 血清，牛血清，あるいはそのグロブリン等を用いる
管周辺および腎孟における腎静脈周囲~r.，細網線維 実験(佐藤 1935伺う南 1936(24)，園田 1936(44う
の形成とともに巣状の幼弱な骨髄系細胞の集団とし Hawn & Janeway 1947( More & Waugh 12)， 
てみとめられるが，強度な例では洞状K拡張した間 1949(おう 1952(47う佐藤，池田 1954(42う 家本 1955
質毛細血管管腔内，あるいは広く皮質尿細管組織の 〈15〉，守屋 1955(27)等〉がある。これらの実験におい
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てもその主変化は糸球体における増生性あるいは線 教室の野際 (1960(29))はすでに遷延卵白感作ウサ
維化硬化性の炎性過程で，しばしば半月体の形成を ギに抗ウサギ腎アヒル血清を 1回だけ注射した実験
みとめるもの (Hawn & Janeway， More & を行い，感作 120日および 140日の各 1例に類線維 
Waugh，守屋)，尿細管上皮の変性をみとめるもの 素変性ないし壊死化性糸球体炎が発生したことを報
(園田， More & Waugh，守屋)もあった。 告している。今回著者はアヒル血清オイグロブリン
教室の斎藤 (1957(40))は大腸菌を用いて，ウサギ 感作 40日のウサギおよび対照未処置ウサギ(第工
の副鼻腔その他から長期の感染実験を行い，禰蔓性 群)，卵白感作 56日のウサギおよび対照未処置ウサ
糸球体腎炎の他R.，実験 280日および 362日の 2例 ギ(第E群〉にそれぞれ 1回だけ抗ウサギ腎アヒル
に骨髄化生をみとめている。また中山，久保，藤本 血清を注射し，その腎の変化を生検，剖検を通じて 
(1938(28))は卵白で， 園田 (1936(44))はカゼイン 経時的に追求した。第工群においては全例に糸球体
でそれぞれ長期?とわたって (100日以上)感作した 腎炎が発生し，その糸球体の変化は係蹄の液性惨出
動物K類澱粉変性をみとめている。 ないし組織融解lとともなう細胞増生性反応の目立つ
すなわち乙れらの実験では，糸球体腎炎において 初期の病変から後lζ線維化硬化に至る炎性過程が特
は，糸球体係蹄の細胞増生性反応から係蹄壁の線維 長であった。そして初期の糸球体腎炎の像がかなり
化硬化促至る炎性過程がとらえられており，また長 著明であったにもかかわらずその後の経過は短か
期にわたる実験例では類澱粉症，骨髄化生がみとめ く，約 20日の後には尿所見は正常化した。すなわ
られている。著者の実験はこれらの報告と同様な成 ち未処置ウサギR.1回だけ抗腎血清を注射した馬杉
績を示したが，さらに感作 201日以降のウサギには 腎炎(藤本その他 1954(ベ1955(8)(9))の所見と同様
今日まで報告されていない糸球体係蹄壁の類線維素 の像を呈した。
変性を特長とする変質性糸球体炎の発生という成績 他方第E群においても全例に糸球体腎炎の発生が
をつけ加えることが出来た。乙の変質性糸球体炎の みとめられたが，感作ウサギにおける糸球体の変化
発生にあたっては，糸球体係蹄の細胞増生性反応か は係蹄における惨出，細胞増生等の初期の病変か
ら係蹄壁の線維化硬化に至る炎性過程，いわば教科 ら，後には係蹄壁の禰蔓性硬化ないし肥厚が目立つ
書的な糸球体炎の発生機序とはおもむきを異にする ようになり，蛋白尿が持続する一方尿細管上皮には
機序があるものと想定される。乙の発生機序に関し 脂肪変性が出現した。またこの経過中にネフローゼ
ては著者の行なった他の実験の成績とあわせて若干 ノfターンの血清蛋白像の展開をみた乙とは注目に価
の考察を後述する。 する。第E群対照ウサギにはこのような変化を呈す
遷延感作ウサギの類澱粉症ならびKその組織発生 る糸球体腎炎は発生せず，一定の経過の後には糸球
についてはすでに明石の詳細な報告 (1960(1つがあ 体の軸性硬化，線維化を残して尿所見が正常化し
る。すなわち局所毛細血管の浮腫性膨化とそれにひ た。
き続く細線維化を先行病変として，その後i乙細線維 動物民同種腎を投与する実験は古くは Klinge & 
の間を満たすように類澱粉質の沈着が始まると記載 Knepper (1935(17))より最近 (Hymann，Hunter 
Spargo & Rowley，Blozis13)，Hackel 1962( &とおいては糸球体係蹄毛細血管内皮下，尿細iし，腎 
管主部の移行部からへンレの係蹄にかけての間質毛 1961仰)に至るまで多くの報告があるが，いずれも
細血管内皮下，また輸入細動脈内皮下等に類澱粉質 問種腎とともに他の異種蛋白を同時に投与したもの
の沈着が起ると報告している。著者の研究でも明石 であり，そこに発生する腎病変はネフローゼ型のも
と同様な成績が確かめられたが，今回はさらに腎孟 のが多く，自己腎あるいは同種腎のみの投与によっ
上皮下，ボウマン嚢壁における類澱粉症をもつけ加 ては明らかな腎病変をみとめていない。
えることが出来た。 著者はあらかじめ卵白流動パラフィンで 162日お
遷延卵白感作にともなってウサギの腎lζ発生する よび 165日感作した 2匹のウサギR.，自己ー側腎の
変化の中で，特lζ糸球体の炎性反応が感作 100日以 腹腔内投与実験を行った。感作 165日の例では，さ
前では係蹄の液性惨出と組織融解Jcともなう細胞増 らにその後 5固にわたり同種腎の腹腔内投与も合せ
生性反応を特長とし，感作 201日以降では係蹄壁の 行った。 ζの実験では自己腎投与後約2週間の潜伏
変質を特長とする傾向のあることが強く示唆され 期をおいて蛋白尿が増強または出現し，その際の残
7こ。 存している腎Ic，1例においては線維化硬化を示す
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糸球体係蹄壁の比較的変化の軽い部分rc.，新たに類
線維素変性の発生がみとめられ，他の 1例には軽度
ながら惨出性変質性糸球体炎の発生がみとめられ
?こ。さらにその際 1例の腎において，糸球体係蹄壁
における自己血清グロブリンの結合が，またその血
清中lζ同種腎糸球体係蹄壁l乙親和性のある反応性グ
ロプリンの存在が，鐙光抗体法により明らかにされ
た。 ζの事実はこの種の糸球体炎の発生における自
己免疫現象の関与という乙とを強く示唆するもので
ある。
第4章結 語
著者はまず遷延卵白感作ウサギの腎の病理組織学
的検索を行い，その際腎l乙糸球体炎(糸球体腎炎)，
類澱粉症，骨髄化生，ボウマン嚢腔中の液体の貯
溜，半月体形成，尿細管上皮の変性と萎縮，間質性
腎炎，腎孟炎，静脈壁における血疑浸淫，細動脈内
の血栓形成等の変化が発生するのをみとめた。その
中で糸球体炎，類澱粉症，骨髄化生は発生した例数
も多く感作期間との関連性も比較的明らかに示され
た。すなわち類澱粉症，骨髄化生は感作 101日以降
のウサギ民高い頻度でみとめられ，特i乙糸球体炎に
おいては，感作 100日以前Kおける係蹄の液性惨
出，組織融解K伴なう細胞増生性反応を特長とする
ものと，感作 201日以降における係蹄壁の変質性反
応を特長とするものと，その炎性反応が発生する感
作の時相応応じて，異なった表現をとるという示唆
を強く受けた。かかる示唆のもと児著者は二つの実
験を行った。
すなわちその 1はアヒル血清オイグロブリン感作 
40日のウサギおよび卵白感作 56日のウサギに，抗
腎血清を 1回だけ注射した実験である。この実験に
おいて，前者には対照例との聞にほとんど大差なく
一定の経過の後民治癒Kおもむく糸球体腎炎が発生
したのに対し，後者の感作ウサギにおいては，対照
に比べ蛋白尿が持続し，その聞にはネフローゼパタ
ーンの血清蛋白像の展開があり，尿細管上皮に脂肪
変性を伴なった糸球体腎炎が発生した。
その 2は遷延卵白感作 162日および 165自のウサ
ギ2匹氏自己ー側腎ないしさらに同種腎エムルヲオ
ンを投与した実験である。かかる処置の後には，す
でに糸球体炎の発生してドた動物では糸球体炎の変
質性転化が，また糸球体炎のみられなかった例では
軽度ながら惨出性変質性の糸球体炎の発生をみた。
さらに前者においては，変質を示す糸球体係蹄壁の
局所に，健康同種腎糸球体係蹄壁にも親和性を示
す，その動物の血清グロブリンの結合を証明するこ
とに成功した。したがって上記のような変質性糸球
体炎の発生にあたって，自己免疫現象の関与という
乙とも考慮されねばならない。
すなわち，著者の実験を通じて，遷延異種蛋白感
作の経過中に発生する生体の反応機構の異常，たと
えば後期における自己免疫過程の発動，がその際発
生する糸球体炎(糸球体腎炎〉の組織表現を修飾す
るのみならず，その経過にも影響する ζとを知るこ
とが出来た。
稿を終えるにあたり御懇篤な御指導と御校闘
をたまわった恩師岡林篤教授ならびに藤本輝夫
助教授に衷心より感謝いたします。
また蛍光抗体法による検索に御助力をたまわ
った東京大学応用微生物研究所田中信男助教授
に，さらに本研究にあたり多大の御協力を惜し
まれなかった教室員各位に併せて感謝の意をさ
さげます。
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附図説明
遷延卵白感作ウサギ腎における諸変化(図 1 4図〉，，"， 
図1.増生性糸球体炎，係蹄毛細血管には貧血があり，内皮には一部では毛細血管管腔を満たす
ような腫脹と増生があり，係蹄壁には浮腫性膨化がみとめられる。 HE染色，卵白感作87
日， ウサギ、 R397. 
図 2. 変質性糸球体炎，係蹄壁には類線維素変性を示す謂蔓性の肥厚があり，係蹄における細胞
増生性反応は軽い。 HE染色，卵白感作 204日， ウサギ R349. 
図 3. 糸球体における類澱粉変性，糸球体係蹄壁には高度の類澱粉質の沈着があり，係蹄の細胞
は萎縮している。毛細血管内腔は狭くなり赤血球が少なく，ボウマン嚢陸中には液体の貯
溜がある。また尿細管管睦は拡張じて硝子様円柱を入れ，その部の上皮は非薄化じてい
る。 HE染色，卵白感作515日，ウサギ R299. 
図	 4.小葉間動静脈周囲の骨髄化生。 HE染色，卵白感作 166日， ウサギ R139. 
アヒル血清オイグロブリン感作40日で抗腎血清を注射した例(ウサギ S568) (図 5~6)
図 5. 糸球体には貧血があり，係蹄毛細血管内皮細胞はやや著明に腫脹増生し，係蹄壁には浮腫
性膨化が強い。 PAS染色，第 2回生検〈蛋白尿出現時)， ウサギ S568. 
図 6. 糸球体係蹄の細胞はややその数を減じ，係蹄壁には軸性硬化の傾向を示すものと，改築著
るしく線維化を示すものとが認められる。 第3回生検(蛋白尿出現後 14日)， ウサギ S 
568. 
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卵白感作  56日で抗腎血清を注射した例(ウサギ  S88) (図 7"， 8 ).
図 7. 糸球体には貧血があり，係蹄毛細血管内皮には腫脹と増生がある。係蹄壁には浮腫性膨化
がやや強い。尿細管主部上皮は多少弄薄となっている。  PAS染色，第  2回生検(蛋白尿
出現後  3日)， ウサギ S88. 
図 8. 糸球体係蹄壁には溜蔓性硬化肥厚があり，一部の係蹄壁には結節状の類澱粉質の沈着があ
る。尿細管主部上皮には明るく見えるもの(脂肪変性)が多い。  PAS染色，剖検(蛋白
尿出現後  109日)， ウサギ S88. 
未処置ウサギに抗腎血清を点滴静注した例(ウサギ  S128) (図 9"，10) 
図 9. 糸球体には貧血とともに係蹄壁の浮腫性膨化，毛細血管内皮の腫脹と増生等の変化がみと
められる。散在性に尿細管中の硝子様円柱をみとめる。  PAS染色， 第 1回生検(蛋白尿
出現時)， ウサギ S128. 
図 10.軸性硬化を示す糸球体には代償性肥大があり，毛細血管内腔はよく拡張レて血流はよくみ
とめられる。硝子化した腎小体，硬化，虚脱を示す糸球体もみられる。  PAS染色， 剖検
(蛋白尿出現後 464日)， ウサギ S128. 
卵白流動パラフィン感作  165日で自己右腎を投与，さらにそ
の後反復同種腎を投与した例(ウサギ  S455) (図 1"，12)
図 11.著変がない。 PAS染色，第  1回生検(投与した右腎)， ウサギ S455. 
図 12. 糸球体係蹄毛細血管内陸はいずれも拡張じ，赤血球が少ない。係蹄壁には浮腫と膨化がみ
とめられるが，毛細血管内皮の腫脹，増生等はみとめられない。図  1と同拡大， PAS染
色，第  2回生検(最初の蛋白尿出現後  2日)，左腎， ウサギ S455. 
卵白流動パラフィン感作  162日で自己右腎を投与した例(ウサギ  S425) (図 13"，図 16)
図 13. 線維化硬化を示す糸球体。  PAS染色，第  1回生検(投与した右腎)， ウサギ S425. 
図 14. 糸球体係蹄壁の一部に類線維素変性を示す肥厚がみとめられる。  PAS染色，図  13と同拡
大，剖検〈右腎投与後  14日)，左腎， ウサギ S425. 
図 15. 図 14の変質性肥厚を示す部分の強拡大。  PAS染色。
図 16. 明るい部分が糸球体係蹄壁ーにおける自己血清グロブリンの結合を示す。壁光抗体法による
ウサギ血清グロブリン染色，剖検(右腎投与後  14日)，左腎， ウサギ S425. 
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